
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書だより 11 月号 
姫路東高等学校 

図書館 
R３．１０．２９ 

 

 

     

クラス対抗 
 Ｂｅｓｔ５！ 

 

図書貸出数ランキング 
 

1位 職 員 組 （９９冊） 

2位 １年５組 （５５冊） 

3位 ２年６組 （３６冊） 

４位 ３年５組 （３３冊） 

５位 ３年６組 （２４冊） 

（４月９日～10 月２６日） 

１１月の休館日 

 
 

 

 

 

 

 
新着図書   

   

民王 シベリアの陰謀 池井戸 潤 

暴君 : シェイクスピアの政

治学 

スティーブン・グ

リーンブラット  

『失われた時を求めて』への

招待 

吉川一義 

流言のメディア史 佐藤卓己 

東南アジア史 10講 古田元夫 

有権者って誰? 藪野祐三 

統計学をめぐる散歩道 : ツ

キは続く?続かない? 

石黒真木夫 

有限の中の無限:素数がつく

る有限体のふしぎ 

西来路文朗 

清水健一 
 

 

 

第 3回姫路城学 『姫路城 登城』 

10 月 20 日（水） 姫路城  
第 3回姫路城学では、文化財の見方と姫路城の詳細について学びました。まず、東高には姫路城とその周

辺の昔の地図が所蔵されており、その地図と現在の建物の位置とを比較しました。昔の地図を見ると、東高

が姫路城の敷地内にあることがよく分かりました。そして、姫路城内では、様々な細かいところを講師の平

良哲夫先生に解説していただきました。門は、菱の門、「い、ろ、は…る」の門、「水の一…六」の門、備前

門があり、様式はさまざまで見た目もそれぞれ違いました。石垣も算木積
さんぎつみ

や野面積など、積み方がいろいろ

あることを知りました。また、大天守内は狭間や石落しなどの戦いのための工夫がされており、武器倉庫と

して使用されていたことを示す武具掛けなどがありました。今回、姫路城に登ったことで改めて姫路城のす

ごさを感じることができました。平良先生がおっしゃった、「全体を見て 

から細かい部分を見る」という文化財の見方もこれから実践していきた 

いと思います。  （作成者：Sさん、Nさん、Yさん、Nさん） 

～参加者の感想～（一部抜粋） 

・これまで『戦う城』と伝えられた姫路城だったが、美の役割も大きい 

ことが分かった。また、石垣の新旧や刻印などは今まで考えたことも 

なく、新しい視点が生まれた。（Yさん） 

・ほとんど毎日姫路城を見ていますが、今日説明してもらいながら登る 

と、知らなかった新しい発見ができました。（Nさん） 

   

播磨西高校青少年読書感想文コンクール 

入賞おめでとう！ 
 

播磨西高校青少年読書感想文コンクールにおいて、

本校から応募した５作品中１作品が入賞しました。 

 

★優秀賞 ２年次 菅野さん 

「夢をかなえた人に学ぶ」 
 

その他の校外コンクールの結果もお楽しみに！ 

 

 


